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植物観察会第63回 万博公園の木の実と鳥 
2015.12.17(木) 9:30～14:00 

日本野鳥の会大阪支部 

  平 軍二(g-hira@nifty.com） 

万博公園は平が鳥に植物との関係を教えても

らった探鳥地、ここでの観察結果は、むくどり通

信に「植物と鳥の歳時記」として連載しました。 

液果が色づくのは鳥に食べ頃になったことを知

らせる合図、鳥に食べられて種子をあちことに

ばら撒いて欲しいという植物側の戦略です。 

北国からきた冬鳥たちが、植物の戦略に乗っ

かり公園内の液果を食べ、ここで越冬します。 

今日はそのような鳥たちの生活を紹介したいと

思います。 

１．万博公園周辺の航空写真 
 インターネットで国土地理院より航空写真を公開されています。万博

公園周辺の1975年、1985年、2012年を並べてみました。 

 1975年(左上図）  万博が終わって5年、日本庭園は万博開催時に

植えられた木々は緑色になっています。自然文化園は西大路より北側

に緑が若干見えますが、南側はまだ植栽工事中です。 

 1985年(左中図)  万博探鳥会をスタートした年です。上の写真より

10年経過、西大路より北側は良く樹が育っているが、南側は後に花の

丘となる所の緑がまばらです。ここは土壌が悪く樹が育たなかったの

で、コスモス畑（花の丘）に改変したと聞いています。 

 2012年(左下図）  木々が育ち、すばらしい樹林に変化しています。

その状況は今日確認します。 

 

３枚の航空写真から、万博公園に草原の鳥（キジなど）がいなくなり、

林の鳥（ヤマガラなど）が定住した環境変化がわかります。                                                                                                     
 

２．木の実と鳥の関係 
 冬は落葉樹の葉が落ちて木の実が見やすいこと、北国から冬鳥が渡来

していて野鳥の種数・個体数が多い季節、木の実と野鳥の関係が観察し

やすい時期です。 

木の実に鳥が来るのは、次の二つの理由の内、どちらかです。 

 液果（色のついた木の実）：種子分散のため、植物側が熟した実
を食べてほしいと、鳥を待っている･････木の実の色・大きさ・形は鳥に選

択された結果である。  

 乾果（それ以外の木の実)：植物は種子分散方式を別に持ってい
るので、鳥に依存しておらず、鳥に食べられては困る実･･････鳥の方が

木の実の栄養価に目をつけ食べにくる 



３．液果 
色のついた木の実は、外側に果肉、真ん中に種子があります。 

果肉を鳥に食べてもらい、種子を遠くに運んでほしいという、植物側の戦略です。 



４．乾果 
乾果は風で飛ぶ、自重で落ちるなど、鳥の来ることを期待していない木の実で、あま

り派手な色はしていません。しかし、鳥はその栄養に目をつけて食べに来ます。 





５．鳥媒花 
チョウやハナバチ・ハナアブなどの昆虫が動けない冬に咲く花は、花粉媒介を鳥に依存

しています。花はサザンカ・ツバキ・ビワ・ウメなど、鳥はヒヨドリ・メジロなどです。 

日本では鳥媒花は多くあり

ませんが、熱帯では鳥媒

花が非常に多いようです。

花粉媒介を専門にしている

鳥に、ハチドリやミツスイが

いて、花と鳥が１対１で対

応して共進化しているケー

スも少なくないようです。 

５．風媒花 

スギ花粉、ヒノキ花粉など、風媒花の花粉は「花粉症」と呼ば

れるアレルギー症の原因物質として、嫌われ者になっていま

す。しかし、昆虫や鳥のいなかった時代から、風という自然エ

ネルギーを利用してきた植物です。 

６．鳥の目で世界を見た

自然文化園内にある「ソラード」は熱帯雨林のツリーウオークを模して造られた

森の空中観察路で、設計者は自然文化園を設計された吉村元男先生です。

コース最終の展望タワーの中段に「鳥の目で世界を見たらが、掲示されていま

すが、作詞者は、日本万国博覧会協会時代に万博公園自然文化園の森を３０

年間管理されてきた中井和成氏（大阪芸術大学講師：筆名高階杞一氏）です。 



６．植物と鳥の歳時記（集約表） 

(写真撮影日時と場所) 

右のカキとスズメは吹田市山田ですが、そ

れ以外の写真はすべて12/7  or  12/12に

万博公園で写したものです。 



7．観察した鳥の記録 

2015年11月19日開業したエキスポシティへの人並み 

８．今後の観察会案内 
  (他団体を含む) 

①吹田の原っぱのロゼット・幼苗 

  151221(月)9：30～12：00頃 

  集合：阪急北千里駅改札口 

  主催：すいた市民環境会議 

  参加費：会員200円・非会員300円 

  夏に一面のチガヤを楽しんだ草原が売却 

  され、歩けるのは今年のみになりました。 

  今の季節、希少種は見えませんが、ロゼット 

  ・幼苗を約60種を観察する予定。 

②千里（第４）緑地探鳥会 

  151223(水)9：30～14：00頃 

  集合：阪急山田駅１Fﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ 

  主催：吹田野鳥の会 

  参加費：会員0円・非会員200円 

  夏にヒメボタルが観察できる千里第４緑地 

  など、山田駅～南千里駅まで高野台・ 

  佐竹台一周コースで、池のカモ・林の小鳥 

  約25種ほど観察する予定 

③万博公園探鳥会 

  160109(土)9：30～15：00頃 

  集合：自然文化園中央口（今日と同じ） 

  主催：日本野鳥の会大阪支部 

  参加費：会員100円・非会員200円 

  鳥中心なので、約40種観察予定。 

 
  (上記以外にも平が担当） 

④ほしだ園地探鳥会 
  151228(土)9：30～15：00頃 

  集合：京阪私市駅前 

   (野鳥約30種観察予定) 

⑤牧野(淀川上流)探鳥会 
  160103(日)9：00～12：30頃 

  集合：京阪牧野駅  

   (野鳥約50種観察予定) 

  


